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第３次三田市地域福祉計画の理念（案）について 

 

◆理念 

（現計画） 

「だれもが住みなれた地域で安心して、生きがいを持って生活できるまち」 

                ↓ 

（次期計画） 

【案１】 

誰もが輝き、活躍できる共生のまち “さんだ” 

  ～互いの支えあい、助けあいによる安心、つながりの共創～ 

【案２】 

寄り添い、支えあい みんなでつくる 安心して暮らせる共生のまち “さんだ” 

 

【３案】 

 ＜理念＞ 

 つながる 寄りそう 支え合う 

   誰もが 自分らしく 心豊かに 暮らせる共生のまち さんだ 

 

 

 （理由） 

   ○誰にとっても分かりやすい言葉 

   ○体系図の目標１→目標２→目標３に連動する表現 

   ・目標１･･･人と人、人と社会のつながりの大切さ、支え合い 

   ・目標２･･･複合的な課題等で苦しんでいる人、悩んでいる人が相談につながり、受

け止め、寄り添った相談支援 

   ・目標３･･･多様な主体が互いに支え合う土壌、土台づくり 

 

 

＞共生･･･異なる種類の生物が、生理的あるいは生態的に緊密な結び付きを保ちながら 

いっしょに生活している現象。共に生きること。 

  ＞地域共生社会･･･（厚生労働省が掲げるビジョン）地域住民や地域の多様な主体が分

野や属性の壁を越えた協働を実践し、誰もが支え合う地域を創っていくこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本目標（３目標） 

「地域づくり」＋「支援づくり」＋「安心づくり」 

 

・地域のつながり、支え合い 

 「身近なつながり、支え合い」、「地域交流活動」、「人材育成」 

・包括的な相談支援体制 

 「課題の早期発見」、「相談窓口での受けとめ」、「連携・協働した支援」 

・安心して暮らせる地域の体制づくり 

 「福祉サービスの強化」、「権利擁護」、「防災・防犯活動」、「環境整備」 

 

 

資料２ 



2 

 

  参 考 

 

（阪神間の自治体） 

尼崎市 互いに尊重し つながりささえあい 安全・安心に 

“ともにいきる”まち あまがさき 

西宮市 みんながつながり 支えあい 誰一人として 取り残すことなく 

共に生きるまち 西宮 

芦屋市 みんなの参加と協働により、誰もが心地よく暮らせる共生のまちづくり

を進めます 

伊丹市 共生福祉社会の実現 

宝塚市 すべての人が互いを認め合い、支え合い、 

共に輝きつづける 安心と活力のまち 宝塚 

 

 

（三田市と類似自治体） 

羽曳野市 誰もがいつまでも安心して暮らし続けられる 

支えあいのまち 羽曳野 

～「ささえあいネットはびきの」の実現に向けて～ 

河内長野市 誰もがともに生き、つながり、支えあう、 

人の温もりが感じられるまち、かわちながの 

～地域共生社会の実現に向けたまちづくり～ 

泉佐野市 みんなで支えあい、顔と顔でつながるまち 泉佐野 

大東市 みんなで支える 笑顔あふれる 地域共生社会 

草津市 「助け合い・支え合い」を未来へつなげるまち 

～いつまでも健幸で地域力のあるまち草津をめざして～ 

門真市 共に創る あったか福祉のまち 門真 

松原市 地域で支え合い、ともにいきいきと暮らせる 

「安心・安全のまち まつばら」 

守口市 地域に住む人々と、共に生き、共に支え合い、 

住んでよかったと思える地域の実現に向けて 

池田市 すべてのひとが、住み慣れた地域においてその人らしく、 

いきいきとこころ豊かに安心した生活をおくり、 

ともに社会参加のできる福祉のまちづくり 

箕面市 誰もが互いに支えあい、安心して暮らせるつながりのある 

まちづくり 

富田林市 一人ひとりの幸せと地域の理想を実現する 富田林 

彦根市 支え合い 信頼し合い つながり合えるまち 彦根 

 


